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福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
森
林
整
備
の

停
滞
や
し
い
た
け
原
木
の
生
産
が
困
難
な
状
況
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
の

支
援
を
受
け
つ
つ
、
系
統
森
林
組
合
で
は
、
森
林
・
林
業
の
再
生
・
復
興
に
向
け
て
、
鋭

意
、
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

去
る
六
月
五
日
に
は
、
岸
田
総
理
、
内
堀
知
事
に
田
村
市
都
路
町
の
広
葉
樹
林
再
生
事
業

の
事
業
実
施
箇
所
を
ご
視
察
い
た
だ
き
、
本
県
が
抱
え
る
課
題
、
原
木
し
い
た
け
栽
培
の

現
状
や
広
葉
樹
再
生
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

系
統
森
林
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
、
県
、
市
町
村
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、

そ
の
取
組
を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
達
成
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
へ
の
対
応
、

二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し

て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
社
会
の
要
請
に
応
え
て
行
く
こ
と
が
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
県
の
森
林
資
源
は
、
先
人
が
営
々
と
し
て
造
成
し
て
き
た
人
工
林
が
成
熟
期
に
達
し

て
お
り
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
資
源
の
循
環
を
進
め
る
こ
と
が
、
地

球
環
境
の
保
全
に
向
け
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
計
画
的
な
伐
採
に
よ
る
国
産
材
の
安
定
供

給
、
製
材
加
工
技
術
の
充
実
、
公
共
建
築
や
一
般
住
宅
で
の
木
材
の
利
用
促
進
な
ど
川
上
・

川
中
・
川
下
が
連
携
し
て
、
素
材
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
を
構
築

し
、
ど
の
よ
う
な
材
を
生
産
し
て
い
く
の
か
、
伐
採
し
た
森
林
を
ど
の
よ
う
に
造
成
し
て

い
く
の
か
を
関
係
者
が
共
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
担
え
る
人
材
の
確
保

が
急
務
で
あ
り
、
本
年
度
に
開
講
し
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
の
運
営
や
そ
の
卒
業

生
の
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
お
り
、
そ
の
方
々
の
職
業
と
し
て
自
信
と
誇
り
と
夢

を
も
っ
て
取
り
組
め
る
産
業
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
実
に
は
、
大
き
な
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
系
統
森
林
組
合
が
一
体
と
な
っ

て
具
体
的
に
一
つ
ず
つ
解
決
す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森林・林業の再生と未来に向けた
森づくりへの取組について

福島県森林組合連合会　　　　　　
　代表理事会長　田　子　英　司
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全国植樹祭　しが2022
（公社）福島県森林・林業・緑化協会　緑化推進局

第72回第72回

　第72回全国植樹祭が６月５日（日）、滋賀県で開催されました。
　今年の全国植樹祭は、滋賀県では47年ぶり２回目の開催となり、「木
を植えよう　びわ湖も緑のしずくから」を大会テーマとして、甲

こう

賀
か

市
鹿
か

深
ふか

夢の森において式典が開催されました。
　【イントロダクション】　森と湖に育まれた滋賀の豊かな自然・文化・
歴史をナレーションと映像で紹介し、祭囃子のライブパフォーマンス
が行われました。
　【プロローグ】　創作劇「森林・びわ湖・人のハーモニー」に続き、
大会テーマ、シンボルマーク、大会ポスター原画の感謝状贈呈、記念
切手贈呈が行われました。
　【記念式典】　天皇、皇后両陛下が前回に続きオンラインで式典にご
臨席されました。皇居・御所の玄関から行事に出席されましたのは今
回が初めてとなりました。
　［開会のことば］、［三旗掲揚・国歌斉唱］、［主催者挨拶］の後の［天
皇陛下のおことば］では、森林の重要性が今日ますます大きなものと
なってることを話された後、「こうした森林の大切さを思うとき、私
たちにもたらされる自然の恵みに感謝するとともに、これからも健全
な森林を育み、木々を木材として循環利用しながら、次の世代、また
その次の世代へと引き継いでいくことは、私たちの果たすべき大切な
使命であると考えます。本日表彰を受けられる方々を始め、日頃から
それぞれの地域において森林や緑づくりに尽力されている全国の皆さ
んに敬意を表し、そうした活動が、今後も多くの人々に支えられなが
ら発展していくことを期待します。」、さらに新型コロナウイルス感染
症の影響に関し、「森林に関わり、林業に携わる皆さんの御苦労もい
かばかりかと思いますが、皆さんのたゆみない努力が実を結び、この
困難を乗り越えていかれることを願っています。」と述べられました。
　［表彰］緑化功労者などへの感謝の表彰が行われ、本県からは「全
日本学校関係緑化コンクール」の学校林等活動の部で会津若松市立湊
小学校が国土緑化推進機構理事長賞を、学校環境緑化の部で会津若松
市立大戸小学校が同じく国土緑化推進機構理事長賞を受賞しました。
　［お手植え・お手播き］天皇皇后両陛下がそれぞれ３種のお手植え
と２種のお手播きをされました。
　　○天皇陛下　お手植え：スギ（近江さわやか杉）、トチノキ、
　　　　　　　　　　　　　アカガシ
　　　　　　　　お手播き：クロマツ、コウヤマキ
　　○皇后陛下　お手植え：ヒノキ、イロハモミジ、エドヒガン
　　　　　　　　お手播き：ウツクシマツ、ホンシャクナゲ
　［大会テーマの表現］「～ひとしずくから始まる～びわ湖水源の森林
づくりへの誓い」を詩の朗読とパフォーマンスで披露されました。
　［大会宣言］の後、［リレーセレモニー］で次期開催県の岩手県知事
へ木製地球儀が手渡され、［閉会］となりました。
　【エピローグ】　和太鼓とダンスチームによるパフォーマンスが披露された後、県内で活動している団体の中から「漁民
の森」、「やまの健康」、「森のようちえん」、「滋賀ものづくりアカデミー」の活動状況と今後の抱負等の発表が行われ、式
典が終了しました。

　式典会場には「おもてなし広場」が設けられ、忍者ショーなどの公演、農林水産業や観光PR、物販など38ブースの出
展があり、電気自動車からの一部給電やプラスチックゴミの削減など環境に配慮されておりました。
　招待者約1,000名は、午前中に県内４箇所（鹿深夢の森、比叡山、みなくち子どもの森、市原にこにこ森）に分かれて
記念植樹を行いました。
　また、当日はサテライト会場３箇所、県民向けの植樹会場３箇所を設け、多くの方々が参加されておりました。
　今回の全国植樹祭も式典参加者等を絞る規模縮小やYouTubeによるライブ配信など、コロナ禍に対応した開催となって
おりました。
　また、古くから琵琶湖の水の恩恵を受けている京都市及び大阪市において、開催前PRや湖で大量発生する水草から製
造した土を植樹に使用するなど、県土の約１／６を占め、国内最大かつ世界的に珍しい古代湖である琵琶湖と周辺森林、
人の生活との係わりが特に密接な滋賀県での全国植樹祭でした。

記念植樹の様子（比叡山会場）

式典の様子

式典会場内の様子（入場ゲート、ウエルカムボード）
（ウッドブロックのタヌキ、出展ブース）

天皇・皇后両陛下によるお手植え・お手播き
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ふくしま森林クラウド

森林簿、森林計画図、
林地台帳、保安林台帳、
林道、施業履歴等

図１．ふくしま森林クラウドの概要

・地域森林計画の策定・周知
・森林簿、森林計画図の管理・
更新
・森林資源情報の集約と配信

福島県

・林地台帳・林地地番図の管理
・森林経営計画の認定
・市町村森林整備計画の策定・周知

市町村

・森林経営計画の作成
・路網計画
・境界確認
・施業の集約化

林業事業体（森林組合）

航空レーザ計測

詳細な森林情報の整備

・樹高
・本数密度
・詳細地形
・既設路網 等

・森林資源情報
・森林計画図
・衛星画像
・林道、保安林 等

・所有者情報
・伐採届出情報
・ゾーニング 等

・森林調査情報
・作業道情報
・施業履歴 等

　

福
島
県
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、
林
業

の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
森
林
資
源
や
地
形
情

報
と
い
っ
た
「
森
林
情
報
」
を
効
率
的
か
つ
正
確

に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
県
は
、

「
森
林
情
報
」
を
「
見
え
る
化
」
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
費
用
の
確
保
や
、
デ
ー
タ

の
継
続
的
な
更
新
、
精
度
の
確
保
、
市
町
村
や
森

林
組
合
等
と
の
森
林
情
報
の
共
有
手
段
な
ど
が
課

題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
県
は
、
既
存
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
森
林

情
報
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
森
林

に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
や
高
度
な
利
活
用
が
可

能
と
な
る
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

「
ふ
く
し
ま
森
林
ク
ラ
ウ
ド
（
以
下
「
森
林
ク
ラ

ウ
ド
」
と
い
う
。）」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
　
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
概
要

　

森
林
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、こ
れ
ま
で
各
機
関
（
県
、

市
町
村
、
森
林
組
合
等
）
で
管
理
し
て
い
た
森
林

情
報
を
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
一
元
的
に
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
機
能
を
持
ち
、

森
林
簿
や
森
林
計
画
図
、
林
地
台
帳
等
の
属
性

情
報
や
地
図
情
報
を
管
理
す
る
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。（
図
１
、
図
２
）

【
主
な
機
能
】

　

①
森
林
簿
・
森
林
計
画
図
管
理
機
能

　

②
林
地
台
帳
管
理
機
能

　

③
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
管
理
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
機
能

　

④
施
業
履
歴
管
理
機
能

　

⑤
森
林
経
営
計
画
策
定
、
認
定
機
能

　

⑥
林
道
・
作
業
道
・
保
安
林
等
の
管
理
機
能

　

森
林
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
主
な
業
務
と
導

入
の
実
施
例
（
表
１
）

二
　
今
後
の
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
有
効
利

用
に
向
け
た
展
開

　

現
在
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
に
は
、
県
内
の
五
〇

市
町
村
、
六
森
林
組
合
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
林
業
事
業
体
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
、

参
加
団
体
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

県
、
市
町
村
、
林
業
事
業
体
等
が
森
林
情
報

を
相
互
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ

ふ
く
し
ま
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の

有
効
利
用
に
向
け
た
展
開
に
つ
い
て

福
島
県
森
林
計
画
課

県
政
コ
ー
ナ
ー

図１．ふくしま森林クラウドの概要
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事
例
紹
介
や
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
等
を
行
う
こ
と
で
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
森
林
情
報
を
効
果
的
に
利
活
用
す
る
基

盤
づ
く
り

　

森
林
の
適
切
な
管
理
と
林
業
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、
県
・
市
町
村
・
林
業
事
業

体
等
が
保
有
す
る
森
林
情
報
の
共
有
と
高

度
利
活
用
が
不
可
欠
で
す
。
参
加
す
る

様
々
な
主
体
に
よ
る
情
報
共
有
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
現
況
を

よ
り
正
確
・
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
森
林
計
画
制
度
や
施
業
の
集

約
化
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
者
に
お

け
る
役
割
分
担
な
ど
、
森
林
情
報
を
活
用

利用主体 対　象　業　務 実　　施　　例

県

森林簿・森林計画図の更新作業の省力化 森林簿や森林計画図の更新に必要な森林の現況情報（伐採や施業履歴、
所有者情報など）を、電子データにより森林クラウド上で収集し、更新

地域森林計画内容の策定・公開 計画内容（５条森林区域など）を森林クラウド上で公開
行政が保有する森林情報・高精度データ
などの共有

森林簿・計画図の他、空中写真や航空レーザ測量成果などを森林クラウ
ド上で共有

市町村
林地台帳の管理・運用 林地台帳の更新を行った際の県との連携
各種届出の承認など 森林の土地の所有者届、伐採届などの情報を森林クラウド上で収集、承認
市町村森林整備計画の策定・公開 計画内容（ゾーニング、施業特定の範囲など）を森林クラウド上で公開

林業事
業体等

森林情報の収集、施業情報の管理 モバイル端末を利用した現場での情報収集と事業所でのリアルタイム管
理

路網計画、施業の集約化など 森林クラウド上に共有された地形や森林の現況データを元に、最適な路
網配置の検討、森林所有者への施業提案、森林経営計画の作成など

実
効
性
の
あ
る
森
林
管
理
の
推
進
や
デ
ー

タ
精
度
の
維
持
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
森
林
経
営
管
理
制
度
へ
の
支
援

　

令
和
元
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
森
林

経
営
管
理
制
度
」
で
は
、
適
切
な
経
営
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
対
し
て

「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
策
定
す
る

際
に
、
対
象
と
な
る
森
林
所
有
者
へ
の
意

向
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
意
向

調
査
に
は
「
林
地
台
帳
」、「
森
林
簿
情
報
」

な
ど
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
て
、
森

林
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
意
向
調
査

を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

す
る
う
え
で
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

③
詳
細
な
森
林
情
報
の
利
活
用

　

県
で
は
林
業
専
用
道
路
等
の
路
網
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
路
網
整
備
の
計

画
に
あ
た
っ
て
は
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ

る
森
林
情
報
（
樹
高
、
詳
細
地
形
等
）
を

活
用
す
る
こ
と
が
、
省
力
化
に
繋
が
る
こ

と
か
ら
、
県
内
二
十
七
市
町
村
で
航
空
レ
ー

ザ
計
測
を
実
施
し
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
れ
ら
の
森
林
情
報
を
森
林
ク
ラ

ウ
ド
に
取
り
込
み
、
森
林
経
営
計
画
の
策

定
な
ど
に
も
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
図
３
）

三
　
終
わ
り
に

　

森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
運
用
が
始
ま
り
、
参

加
団
体
に
広
が
り
を
み
せ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
す
れ

ば
す
べ
て
が
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
い
か
に
情
報
を
蓄
積
し
、
精
度
を

向
上
し
て
い
く
か
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
デ
ー
タ
を
扱
う
こ

と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
、
そ
れ
を
運
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
そ

れ
を
利
用
し
て
現
場
で
活
用
し
、
利
益
を

得
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
県
は
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
基
盤
整
備

と
併
せ
て
、
研
修
会
の
開
催
等
に
よ
る
人

材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

図２．森林クラウド画面

図３．詳細地形図

表１．機能　森林クラウドを活用した主な業務と導入の実施例
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令
和
四
年
五
月
二
〇
日
（
金
）、
当
協

会
の
今
年
度
第
一
回
役
員
会
に
お
い
て
、

令
和
三
年
度
施
工
優
良
森
林
土
木
工
事
等

が
下
表
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
表
彰
式

は
行
わ
ず
、
表
彰
状
は
後
日
、
受
賞
さ
れ

た
事
業
者
・
個
人
等
へ
直
接
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

優
良
森
林
土
木
工
事
等
表
彰

　

優
良
森
林
土
木
工
事
等
表
彰
は
、
工
事

施
工
者
の
技
術
の
向
上
と
工
事
の
安
全
施

工
の
確
保
及
び
技
術
者
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
表
彰
の
対
象
と
な
る
工
事
は
、
地
方

林
業
協
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
令
和
三
年

度
施
工
の
森
林
土
木
工
事
で
、
福
島
県
と

当
協
会
で
構
成
す
る
表
彰
審
査
委
員
会
の

審
査
に
よ
り
選
考
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
に
つ
い
て
は
、
施
工
技

術
、
工
事
の
出
来
ば
え
、
工
程
管
理
、
安

全
管
理
等
が
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
治
山

事
業
の
部
で
八
社
、
林
道
事
業
の
部
で
四

森
林
土
木
工
事
・
森
林
づ
く
り
活
動
の

優
良
団
体
・
事
業
者
等
を
表
彰

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

社
、
優
秀
工
事
監
督
者
と
し
て
十
二
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

緑
化
功
労
者

　

緑
化
功
労
者
は
、
緑
化
活
動
に
永
年
に

わ
た
っ
て
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
国
見

町
の
菅
野
和
雄
さ
ん
は
、
石
母
田
財
産
区

議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て
、
さ
ら
に
は

「
花
と
緑
の
育
成
会
」
会
長
と
し
て
、
森

林
環
境
等
の
管
理
に
力
を
注
い
で
き
た
功

績
に
よ
り
、
今
年
度
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞

　

ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞
は
、
森
づ
く

り
活
動
や
森
林
文
化
の
継
承
を
通
し
て
、

緑
豊
か
な
ふ
く
し
ま
の
創
造
に
貢
献
し
た

優
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞
審
査
会
に

お
い
て
、
各
市
・
地
方
緑
化
推
進
委
員
会
、

林
業
会
議
構
成
団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

方
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

　

森
づ
く
り
活
動
部
門
で
、
共
有
林
を
多

く
の
人
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

共
同
作
業
に
よ
っ
て

整
備
す
る
な
ど
交
流

事
業
に
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
国
見

町
の
桐
目
木
共
同
山

組
合
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
協
会
は
、
県
土

の
保
全
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
い
る
事
業

者
の
方
々
の
功
績
を

広
く
県
民
に
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
森
づ
く
り
活

動
へ
の
参
加
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
多
様

な
主
体
に
よ
る
森
づ

く
り
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
今
後
も
表

彰
事
業
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

１　林道維持管理コンクール ３　優秀工事監督者受賞者

団  体  名 管　理　者 対象路線名
該当なし

推薦協会 所属事業所 氏　　名
県　　北 ㈱TAKAGI工業 清野　重二
県　　中 水谷工業㈱ 矢内　伸一

県　　南
㈱田村組 深谷　　剛
福島県南土建工業㈱ 池田　利宣

会　　津
国土防災技術㈱ 森山　一久
㈱高橋建設 菊地　覚治

南 会 津 会津法面㈱ 貝沼　　剛

相　　馬
後藤建設工業㈱ 木村　壮太
東日本緑化工業㈱ 伊藤　裕亮

双　　葉 酒井工業㈱ 菅野　長徳

い わ き
クレハ建設㈱ 鉄　　拓海
㈱大川原建設 田巻　昌浩

表彰部門 市町村名 受賞者名
森づくり活動部門 国見町 桐目木共同山組合
森林文化振興部門 該 当 な し

５　ふくしま森づくり大賞

４　緑化功労者受賞者

市町村名 氏　　名
国見町 菅野　和雄

推薦協会 工事名（地区名） 工事施工者
県　　北 治山施設（古愛宕地区） ㈱TAKAGI工業
県　　中 治山施設（高野地区） 水谷工業㈱
県　　南 治山施設（大内地区） ㈱田村組
会　　津 地すべり防止（高森地区） 国土防災技術㈱福島支店
南 会 津 山地防災力強化（下郷北部地区） 会津法面㈱
相　　馬 防災林造成（鹿島地区） 後藤建設工業㈱
双　　葉 防災林造成（双葉地区） 酒井工業㈱
い わ き 災害関連緊急治山（江尻地区） クレハ建設㈱

２　優良森林土木工事受賞者
　⑴　治山事業の部

推薦協会 工事名（路線名） 工事施工者
県　　南 災害復旧（桜平犬神線） 福島県南土建工業㈱

会　　津 山のみち地域づくり交付金
（北塩原・磐梯（喜多方）線） ㈱高橋建設

相　　馬 林業専用道（前乗線） 東日本緑化工業㈱
い わ き 森林居住環境（永井川前線） ㈱大川原建設

　⑵　林道事業の部
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熱中症を防ぎましょう

　福島県内の令和３年の熱中症による労働災害については、休業４日以上の死傷者数は９人、うち死亡者数
は１人（令和２年は３人）と、２年連続で死亡災害が発生しています。これから暑くなる時期ですので、職
場での熱中症予防に取り組みましょう。

令和３年福島県内の熱中症死亡災害事例

STOP! 熱中症クールワークキャンペーン
実施期間　令和４年５月１日～９月30日（準備期間４月、重点取組期間７月）

期間ごとの実施事項に重点的に取り組みましょう。

キャンペーン期間（５月１日～９月30日）
【STEP１】　
　WBGT指数計でWBGT値を測りましょう。
【STEP２】
　事前に検討した事項を確実に実施するとともに、測定したWBGT値に応じて次の対策を
取りましょう。
⑴　WBGT値を下げるための設備、休憩場所を設置し、休憩場所には氷、冷たいおしぼり等や飲料水、塩

飴などを設置しましょう。通気性の良い服装を着用しましょう。
⑵　WBGT値が高いときは、単独作業を控え、WBGT値に応じて作業の中止、こまめに休憩をとるなどの

工夫をしましょう。
⑶　暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、１週間程度かけて徐々に身体を慣らしましょう。
⑷　のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。
⑸　休憩時間にも体温を下げる工夫をしましょう。
⑹　①糖尿病　②高血圧症　③心疾患　④腎不全　⑤精神・神経関係の疾患
　　⑥広範囲の皮膚疾患　⑦感冒
　　⑧下痢などがあると熱中症にかかりやすくなるため、医師の意見をきいて人員配置を行いましょう。
⑺　前日の飲みすぎや寝不足はないか、当日は朝食をきちんととったかなど、日常の健康管理を行いましょう
⑻　管理者はもちろん、作業員同士お互いの健康状態をよく確認しましょう。
【STEP３】
　管理者等は、WBGT値を確認し、巡視等により、次の事項を確認しましょう。
　①WBGT値の低減対策の実施状況　②WBGT値に応じた作業計画
　③各作業者の体調や暑熱順化の状況　④各作業者の水分や塩分の摂取状況　⑤作業の中止や中断の必要性

異常時の措置～少しでも異変を感じたら～
　・いったん作業を離れ、休憩する
　・病院へ運ぶ、または救急車を呼ぶ
　・病院へ運ぶまでは一人きりにしない

重点取組期間（７月１日～７月31日）
⑴　特に梅雨明け直後は、WBGT値に応じて、作業の中断、短縮、休憩時間の確保を徹底しましょう。
⑵　水分、塩分を積極的に取りましょう。
⑶　休憩中の状態の変化にも注意し、少しでも異常を認めたときは、ためらうことなく、病院に搬送しましょう

福島労働局労働基準部健康安全課

発生月 被災者 発　　生　　状　　況

１ ８月 男　40歳代
　工事現場の警備員として道路上で交通誘導業務を行っていたところ、路肩の法面の下にある
側溝に転落し倒れているところを発見され、直ちに救急搬送されたが熱中症により死亡した。
　なお、被災者は当該作業に従事し始めて２日目であった。（気温 32.9℃　WBGT値 31.9℃）
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就
業
前
長
期
研
修
の
開
講
か
ら
一
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
五
月
の
研
修
の
多
く
は
、
座

学
と
実
習
が
セ
ッ
ト
と
な
り
、
学
ん
だ
こ
と

を
す
ぐ
に
現
地
で
復
習
す
る
機
会
が
多
い

一
ヶ
月
で
し
た
。

○
五
月
の
研
修
内
容

　
「
立
木
調
査
」
の
講
座
で
は
、
樹
高
や
胸

高
直
径
を
測
定
し
、
そ
れ
を
集
計
す
る
た
め

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
森
林
の
現
況
を
知

る
こ
と
は
、
今
後
必
要
な
施
業
内
容
や
、
施

業
を
実
施
す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
を
立

て
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

　
「
救
命
訓
練
」
の
講
座
で
は
、
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
に
よ
る
救
急
員
養
成
講
習

を
受
講
し
、
三
角
巾
に
よ
る
患
部
の
固
定
な

ど
を
繰
り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
最
後
に
行

わ
れ
た
筆
記
・
実
技
試
験
で
は
全
員
が
合
格

し
、
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
「
安
全
の
基
礎
」
等
の
講
座
で
は
、
Ｖ
Ｒ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
、
人
工
的
に
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
や
落
枝
を
発
生
さ
せ
る
装
置
を
用
い

て
、
作
業
中
に
発
生
し
や
す
い
事
故
を
疑
似

体
験
し
、
安
全
な
行
動
や
装
備
を
身
に
付
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」
の
講

座
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、
目
標
を
定
め
て
の
受
け
口

作
成
や
、
水
平
切
り
、
斜
め
切
り
な
ど
の
反

復
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
た
ち
は
お

互
い
に
動
画
を
撮
影
し
見
返
す
な
ど
し
て
、

積
極
的
に
技
術
の
習
熟
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
桐
・
漆
」
の
講
座
で
は
、
今
回
は
福
島

県
の
特
産
の
ひ
と
つ
で
あ
る
桐
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
座
学
の
後
は
現
場
見
学
の
た
め

県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
栽
培

技
術
や
桐
の
特
性
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
「
放
射
性
物
質
対
策
」
の
講
座
で
は
、
森

林
と
放
射
性
物
質
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
林

内
作
業
時
に
確
認
す
べ
き
事
項
等
を
座
学
で

学
ん
だ
ほ
か
、
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
用
い
た

空
間
線
量
率
測
定
や
、
樹
木
や
土
壌
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
経
年
調
査
等
の
手
法
に

つ
い
て
実
習
等
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

木
材
関
係
の
講
座
と
し
て
「
木
材
流
通
概

論
」「
木
材
加
工
」「
原
木
市
場
」「
木
造
建
築
」

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」
を
一
週
間
か
け

て
受
講
し
ま
し
た
。
木
材
の
構
造
や
特
性
、

流
通
の
仕
組
み
、
部

材
へ
の
利
活
用
、

チ
ッ
プ
等
の
規
格
と

そ
の
理
由
等
を
、
座

学
は
も
ち
ろ
ん
、
原

木
市
場
見
学
、
集
成

材
工
場
見
学
、
木
造

建
築
物
見
学
、
チ
ッ

プ
工
場
見
学
等
を
通

し
て
学
び
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、
座
学
で
学
ん
だ
内
容
を
現

地
見
学
で
活
か
す
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
「
森
林
・
林
業
の
基
礎
」
講
座
で
は
、
実

習
フ
ィ
ー
ル
ド
で
土
壌
断
面
を
作
成
し
な
が

ら
土
壌
の
基
礎
的
知
識
を
学
ん
だ
ほ
か
、
教

室
で
は
福
島
県
の
森
林
・
林
業
の
現
状
と
課

題
を
ふ
ま
え
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
森
林
保
護
」
講
座
で
は
、
ナ
ラ
枯
れ
や

マ
ツ
枯
れ
と
い
っ
た
病
虫
害
の
被
害
地
や
、

間
伐
手
遅
れ
林
分
の
現
地
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
森
林
被
害
の
背
景
や
、
森
林
被
害
に

伴
っ
て
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

○
研
修
生
の
感
想
　
穗
積
直
人
さ
ん

　

五
月
の
研
修
で
は
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
講
義
で
学
ん
だ
事
を

見
学
・
体
験
す
る
事
が
多
く
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
中
の
興
味
や
知
識
が
さ
ら
に
広
が

り
、
学
ぶ
事
が
嬉
し
く
楽
し
い
で
す
。
新
生

活
に
も
慣
れ
始
め
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

受
講
し
た
中
で
も
特
に
思
い
出
深
い
の

が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
実
習
で
す
。
初
め
て

触
れ
て
、
使
っ
て
、
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
さ
ら
な
る
や
る
気
が
芽
生
え
る
と

共
に
、
全
て
に
お
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
、

学
ぶ
事
が
本
当
に
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
私
は
こ
う
思
い
ま
し

た
。「
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
入
講
し
て
か
ら
の
日
々
。
少
な
く
限
ら
れ

た
こ
の
長
期
研
修
と
い
う
期
間
を
一
日
一
日

大
切
に
過
ご
し
て
い
く
と
共
に
、
知
識
・
技

術
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
一
人
前
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
こ
う
」
と
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
残
り
の
日
々
を
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

伐倒方向の確認を受ける研修生

集成材を活用した木造建築物を見学する研修生たち
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１　はじめに
　南会津地域の森林面積は21万８千ha、このうち民有林は10万１千ha、その約７割が広葉樹林です。かつ
ては、優良広葉樹材の生産地として林産業が盛んでしたが、近年の広葉樹の素材生産量は約１万㎥で県全体
の１割程度に留まっています。大径化した広葉樹材は、地元製材所や木工所向けに造材するとともに用材は
県内の木材市場等へ出荷することがありますが、原木の大半はチップ用に出材されているのが現状です。
　そのため、当地域では関係者が一体となって南会津地域の林業成長産業化構想を策定した際に広葉樹林の
利活用促進に向けた取組を盛り込み、当事務所の複数の林業普及指導員がオブザーバーとして関わりなが
ら、広葉樹材の高付加価値化による利活用促進に向けて取り組んでいます。

２　林業成長産業化地域創出モデル事業等による取組
　林業成長産業化を進めるには、針葉樹林の対策に加え、当地域の強みである広葉樹林の価値を高める必要
があるため、全国的な原木需給情報の収集や市場ニーズに応じた原木の造材を行うとともに、広葉樹材を
使った製品開発等に取り組んでいます。
＜林業成長産業化推進会議等の設置＞
　南会津地域では、南会津町が事業主体となって、素材生産業者、森林組合、NPO、製材所、木工所等及
び森林管理署や農林事務所で構成する推進会議を設置し、専門的な取組は分科会等の中で検討しています。
⑴　広葉樹材供給ステーション
　　新たな販路開拓に繋げていくため、広葉樹の原木、挽き板、木製品を一元化して流通・販売させていく

取組であり、特に原木の取扱について議論を重ねました。
　　先進的な取組を学ぶため、ノースジャパン素材流通協同組合と岩手県の広葉樹素材生産業者を招き、広

葉樹をめぐる動向等の講演会の他、チップ工場の土場で南会津産のブナ・クリ・コナラ等を見てもらいま
した。その際、良質な原木があるとの評価を受け、盛岡市場へトライアル的な出荷販売を行ったところ、
既存販売ルートよりも収益が良い結果となりました。

⑵　多樹種の広葉樹材を活かした製品化
　　当地域には、多種多様な広葉樹の特性を活かした加工技術を持つ

木工所が複数あるため、分科会等の中でデザイナー等との連携によ
り壁面装飾「ウッド・ウォール・アート」を製品化しました。南会
津町の施設へ展示したほか、今年度はJR福島駅と郡山駅のエスパ
ル構内に設置する計画です。今後も商業施設・宿泊施設等のリノ
ベーションやインテリアとして様々な使い方等を提案していきます。

　その他、木材担当の普及指導員の提案によりニュースポーツ「モルッ
ク・クッブ」の道具を南会津町産の森林認証材でつくり競技方法を普
及するなど、子どもたちが遊べる身近な木製品も広めています。

３　林業・木材産業の発展に向けて
　広葉樹の用材は輸入材の減少等により、全国的な品不足感が見受け
られるため生産量の増加を促しブランド力を高めたいところですが、
秋以降の伐採適期は積雪や労働力等の課題があるため、引き続き、素
材生産体制の強化や民国連携による流通等の効率化に向けた取組を考
え、地域の方々と進めてまいります。

ウッド・ウォール・アートの一例

南会津産広葉樹の品質勉強会

広葉樹材を活かした地域林業・
木材産業の発展の取組について 福島県南会津農林事務所

� 林業普及指導員　豊　田　広　幸

普及指導員通信
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当
会
は
、
第
七
一
回
通
常
総
会
を
去
る

五
月
三
〇
日
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

富
永
盛
彦
副
会
長
よ
り
開
会
を
宣
し
た

後
、
田
子
英
司
代
表
理
事
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
と
し
て
水
野
郁
夫
ふ
く

し
ま
中
央
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
が

選
出
さ
れ
、
全
十
二
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
三
年
度
は
、「
中
期
経
営
三
ヵ
年

計
画
」
が
最
終
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

計
画
に
沿
っ
て
着
実
な
実
行
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
主
要
課
題
で
あ
る
「
復
興
に

向
け
た
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
員
の
経

営
安
定
の
た
め
の
支
援
、
着
実
な
森
林
整

備
事
業
等
の
推
進
、
木
材
安
定
供
給
体
制

の
推
進
、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
等

へ
の
取
組
」
と
「
組
織
の
効
率
的
な
運
営

及
び
管
理
費
の
削
減
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
徹
底
」
の
各
項
目
に
役
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
年

度
末
決
算
で
は
、
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
は
、
六
年
度
ま
で
を
期
間

と
す
る
「
中
期
経
営
三
ヵ
年
計
画
」
を
新

た
に
策
定
し
、
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合

員
の
経
営
の
安
定
の
た
め
、
全
面
的
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
組
織
等
体
制
整
備
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
策
定
し
た
「
福
島
県
森

林
組
合
連
合
会
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
三
〇
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
当

会
が
目
指
す
十
年
後
の
夢
や
姿
の
達
成
の

た
め
に
は
、
会
員
組
合
の
安
定
的
な
経
営

基
盤
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

会
員
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
系
統
森
林
組
合
と
連
携

し
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手
と
し
て

の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
人
材
の
確

保
・
育
成
や
原
木
の
安
定
供
給
に
努
め
、

会
員
各
位
に
信
頼
さ
れ
、
十
分
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
組
織
と
し
て
、
職
員
の
資

格
取
得
、
技
術
力
向
上
な
ど
資
質
向
上
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
事
業
計
画
の
総
括
と

し
て
、
部
門
毎
に
策
定
し
た
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
員
補
選
が
行
わ
れ
、
総
会

後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
新

役
員
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

代
表
理
事
専
務　

丹
治　

俊
宏

　

理　
　
　
　

事　

武
藤　
　

寛

　
（
会
津
北
部
森
林
組
合
長
）

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
表
彰
者
名
簿
］

○
令
和
三
年
度
系
統
利
用
優
良
組
合

　

販
売
部
門 

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合

　

購
買
部
門 

西
会
津
町
森
林
組
合

　

森
林
保
険
部
門 

東
白
川
郡
森
林
組
合

○
感
謝
表
彰

　

秋
元　

公
夫

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会　

代
表
理
事
会
長
）

　

馬
場　

久
一

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会　

理
事
）

　

村
田　

久
男

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会　

理
事
）

　

井
上　

賢
治

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会　

理
事
）

永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
三
〇
年
以
上
）

　

加
藤　

久
生
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

藤
野
智
恵
子
（
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
）

永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
二
〇
年
以
上
）

　

菅
野　

康
弘
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

齋
藤　

秀
彦
（
い
わ
き
市
森
林
組
合
）

　

樋
渡　

則
子
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

永
年
勤
続
技
術
班
員
（
勤
続
五
年
以
上
）

　

菅
野　

宇
紀
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

佐
川　

幸
一
（
西
白
河
地
方
森
林
組
合
）

団体のページ

第71回
通常総会開催

福島県森林組合

連合会

森連だより
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◎
は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
当
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、

事
業
体
が
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発

展
を
担
う
上
で
不
可
欠
な
、
雇
用
管
理
改

善
や
就
業
者
確
保
・
育
成
等
の
取
組
み
を

各
種
事
業
を
通
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
こ
れ
ま
で
に
取
り

組
ん
だ
研
修
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
検
温
・
体
調
確
認
・
マ
ス
ク

着
用
・
消
毒
・
換
気
・
人
と
人
の
距
離
の

確
保
等
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
推
進

事
業
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
研
修
）

　

認
定
林
業
事
業
体
の
新
規
就
業
者
を
対

象
と
し
、
三
年
間
で
体
系
的
に
技
能
と
知

識
の
習
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
全
国
統
一
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
研
修
テ
キ
ス
ト
の
も

と
、
集
合
研
修
と
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修

を
実
施
中
で
す
。

　

今
年
度
の
研
修
生
は
、
一
年
生
が
二
四

名
、
二
年
生
が
十
六
名
、
三
年
生
が
二
〇
名

の
計
六
〇
名
と
な
っ
て
い
て
、
前
年
度
（
五

五
名
）
か
ら
五
名
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
集
合
研
修

　

集
合
研
修
は
、
各
年
の
研
修
生
が
一
箇

所
に
集
合
し
座
学
や
実
習
、
資
格
取
得
を

行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
年
生

が
二
七
日
間
、
二
年
生
が
二
四
日
間
、
三

年
生
が
二
〇
日
間
で
、
全
体
的
な
日
程

は
、
六
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、
十
二
月
二

日
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

六
月
末
日
ま
で
に
終
了
し
た
研
修
は
、

一
年
生
で
は
、
林
業
の
社
会
的
責
任
と
関

係
者
と
の
協
働
・
現
場
作
業
の
安
全
力
・

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
獣
害
対
策
・
健
康

管
理
・
普
通
救
命
救
急
の
学
科
、
造
林
作

業
の
実
習
、
刈
払
機
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

特
別
教
育
で
す
。

　

二
年
生
で
は
、
現
場
作
業
の
改
善
力
・

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
学
科
、
造
林
作
業

の
実
習
で
す
。

　

三
年
生
で
は
、
現
場
作
業
の
総
合
力
・

森
林
施
業
の
体
系
・
事
業
所
経
営
の
学
科
、

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
で
す
。

　

ま
た
、
二
・
三
年

生
は
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
ふ
く
し
ま
就
業

前
長
期
研
修
生
と
合

同
日
程
で
、
走
行
集

材
機
械
・
伐
木
等
機

械
・
簡
易
架
線
集
材

装
置
の
運
転
に
係
る

特
別
教
育
を
受
講
し

ま
し
た
。

●
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修

　

事
業
体
が
行
う
研
修
（
最
大
八
ヶ
月
間
）

で
、
六
月
一
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
三
四
の
認
定
事
業
体
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

②
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
就
業
前
長

期
研
修
講
座
「
林
業
の
仕
事
」・「
労
働

災
害
対
応
」

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
県
か
ら
の
受
託
事
業

で
、
森
林
作
業
技
術
の
習
得
等
に
係
る
十

五
講
座
に
つ
い
て
の
講
師
・
実
習
地
の
調

整
な
ら
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
研
修
講
座
の
実
施
に
も
携
わ

り
、
研
修
生
が
林
業
の
仕
事
を
実
地
に
視

察
す
る
「
林
業
の
仕
事
」
を
福
島
県
森
林

組
合
連
合
会
と
共

同
で
四
月
二
〇
日

に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
者

発
見
・
緊
急
連
絡
・

救
急
搬
送
方
法
等

を
森
林
内
で
実
習

す
る
「
労
働
災
害

対
応
」
を
四
月
二

二
日
に
行
い
ま
し
た
。

③
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
短
期
研
修

講
座
「
路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム

（
基
礎
）」

　

路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
的
と

し
て
、
五
月
十
九
・
二
〇
日
の
二
日
間
で
、

県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
を
会
場

に
、
参
加
者
十
八
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

④
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
事
業

　

高
校
生
等
の
職
場
体
験
と
し
て
、
県
立

岩
瀬
農
業
高
校
園
芸
科
の
三
年
生
二
八
名

を
対
象
と
し
、
五
月
三
一
日
に
刈
払
機
の

特
別
教
育
の
受
講
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し

ま
就
業
前
長
期
研
修
の
講
師
を
対
象
と

し
、「
講
師
に
必
要
な
ス
キ
ル
習
得
・
向

上
の
た
め
の
実
践
研
修
」（
第
二
回
）
を

六
月
二
一
・
二
二
日
の
二
日
間
で
、
県
林

業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
を
会
場
に
、

参
加
者
三
〇
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

◎
今
後
の
研
修
事
業
内
容

　

今
後
も
次
の
と
お
り
様
々
な
事
業
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
逐
次
広
報
を
行
い
ま

す
の
で
、
就
業
者
の
技
能
向
上
に
よ
る
定

着
促
進
等
の
た
め
、
是
非
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
現
場
技
能
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
対
策

（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
）

　

認
定
林
業
事
業
体
の
就
業
経
験
五
年
以

上
の
者
を
対
象
と
し
、
効
率
的
な
現
場
作

業
を
主
導
で
き
る
現
場
管
理
者
を
育
成
す

る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
生
は
三
三
名
の
予
定

で
、
前
年
度
（
二
四
名
）
か
ら
九
名
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
十
六
日
間
の
座
学

と
実
習
で
、
全
体
的
な
日
程
は
、
七
月
一

日
か
ら
始
ま
り
、
八
月
三
一
日
に
終
了
す

る
予
定
で
す
。

②
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
短
期
研
修

講
座
「
路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム

（
実
践
）」

　

路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

関
す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

て
、
四
日
間
の
現
地
実
習
を
行
い
ま
す
。

③
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
事
業

　

高
校
生
等
の
職
場
体
験
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
林
業
女
子
会
へ
の
支
援
等
を
行
い

ま
す
。

代木等機械運転特別教育の受講状況

労働災害対応の実習状況

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

林
業
就
業
者
育
成
の
取
組
に
つ
い
て
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○
長
く
使
え
る
家
具

　

生
命
力
に
溢
れ
た
無
垢
の
木
の
自
然
な

質
感
を
活
か
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
家
具
を

製
作
し
て
い
ま
す
。
毎
日
触
れ
て
、
心
地

よ
く
嬉
し
く
な
る
手
触
り
を
多
く
の
人
々

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
経
験
豊
富
な

木
工
職
人
が
、
一
つ
一
つ
想
い
を
込
め
て

作
り
ま
す
。
ク
ル
ミ
油
な
ど
の
植
物
油
を

塗
り
、
自
分
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と

も
で
き
る
た
め
、
丈
夫
で
飽
き
が
こ
ず
愛

着
の
持
て
る
家
具
と
し
て
、
経
年
変
化
を

楽
し
み
な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
産
と
表

面
を
削
り
な
お
せ
ば
新
品
の
よ
う
に
な
る

家
具
は
、
分
解
す
れ
ば
再
利
用
も
可
能
で

す
。

○
製
材
見
学
会

　

広
葉
樹
は
、
人
が
手
を
入
れ
て
育
て
た

植
林
木
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
然
に
落
ち

た
実
が
厳
し
い
気
象
と
闘
い
な
が
ら
育
ち

大
き
く
な
り
ま
す
。
台
風
の
影
響
を
受
け

た
り
、
日
光
を
求
め
て
ね
じ
れ
た
り
し
た

広
葉
樹
の
製
材
は
、
丸
太
の
ク
セ
や
木
目

を
予
想
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
良
い
板

が
採
れ
る
よ
う
に
挽
い
て
い
き
ま
す
。
挽

い
た
後
は
板
の
目
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
用

途
の
解
説
や
板
の
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
製
材
前
の
木
づ
く

り
も
見
学
で
き
る
こ
と
か
ら
、
森
林
や
木

に
興
味
の
あ
る
方
に
大
変
好
評
を
得
て
お

り
、
木
と
人
が
つ
な
が
る
窓
口
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

地
域
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
持
続
可
能
な
形
に
変
革
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。〝
自
然
を
破
壊
せ
ず
に
、

木
を
活
か
す
〟
た
め
の
知
恵
や
技
術
を
豊

か
な
森
や
木
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
先
人

に
学
び
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
貴
方
も
無
垢
の
木
の

パ
ワ
ー
を
感
じ
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
実

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「製材見学会」の様子

郡
山
女
子
大
学�

生
活
科
学
科�

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻�

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

木
と
人
を
つ
な
ぐ

（
株
式
会
社
オ
グ
ラ
）

木
の
文
化
を
育
む
�

○
は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
自
然
の
恵
み
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
自
然
か

ら
得
ら
れ
る
資
源
が
地
域
の
衣
・
食
・
住

を
支
え
、
そ
れ
ら
の
資
源
を
上
手
に
循
環

し
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
暮
ら
し

が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
自
然
を
利

用
し
な
が
ら
管
理
す
る
知
恵
や
技
術
を
地

域
で
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
、
ま
た
自
然

に
寄
り
添
う
暮
ら
し
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

繋
が
り
ま
す
。

○
木
地
師
の
精
神
を
継
承
す
る

　

株
式
会
社
オ
グ
ラ
（
南
会
津
町
）
で
は
、

木
材
製
材
か
ら
家
づ
く
り
、
注
文
家
具
製

作
・
販
売
、
木
工
材
料
販
売
、
木
工
講
座

開
催
な
ど
、
幅
広
く
木
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
代
表
取
締
役 

小
椋
敏
光
さ
ん
は

木
地
師
の
家
系
で
、
代
々
伐
り
倒
し
た
ブ

ナ
や
栃
を
手
挽
き
ロ
ク
ロ
で
お
椀
等
に
加

工
し
、
会
津
若
松
市
内
の
漆
器
問
屋
に
卸

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
も
自
然
と
共

存
し
、
と
も
に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う

〝
木
地
師
の
精
神
〟
を
忠
実
に
守
り
、
自

然
を
破
壊
し
な
い
木
材
の
販
売
と
住
宅
を

建
築
し
て
い
ま
す
。

○
木
を
活
か
す

　
〝
自
然
を
破
壊
せ
ず
に
、
木
を
活
か
す
〟

小
椋
さ
ん
は
現
在
、
製
材
工
場
と
木
材
・

家
具
の
小
売
り
部
門
「
き
こ
り
の
店
」
や

住
宅
建
築
の
「
幸
林
ホ
ー
ム
」
で
木
を
活

か
し
、
木
の
良
さ
を
人
々
に
伝
え
続
け
て

い
ま
す
。
無
垢
の
木
そ
の
も
の
を
扱
い
、

人
体
や
環
境
に
与
え
る
安
全
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
、
製
造
時
に
必
要
と
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
炭
素
放
出
量
が
か
な
り
低
い

こ
と
、
さ
ら
に
経
年
変
化
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
木
の
良
さ
を
最
大

限
に
活
か
し
た
暮
ら
し
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
無
垢
の
木
は
耐
久
性
が
あ
り
、
削
り

な
お
す
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
手
入
れ
次

第
で
何
年
も
、
時
に
は
世
代
を
超
え
て
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
何
よ
り
も
無
垢

の
木
に
は
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
製
材
さ
れ
て

板
に
な
っ
て
も
そ
の
存
在
だ
け
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
ち
ま
す
。
こ
の
生
き
て
い
る
木

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
人
を
元
気
に
し
、
毎
日

の
生
活
を
気
持
ち
よ
く
、
豊
か
に
し
て
く

れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。」
と
小
椋
さ
ん
。

こ
の
パ
ワ
ー
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
感

じ
て
も
ら
い
、
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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三
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
九
㌫
減
（
前
年
比
六
㌫
増
）
の
二
九
、

三
五
六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
九
㌫
減
（
前
年
比
五
㌫
増
）
の
二
九
、
三
七
四
立
方
㍍
と
な
っ

て
い
る
。

　

四
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（2022年４月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 0 （ 0～ 0） 0 7 （ 6～ 8） 0

13～14 並 カラマツ 0 （ 0～ 0） 0 8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 22 （21～22） 22 12 （11～14） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 10（10～10） △1 （ 0～ 0） 11（11～11） 0 10（10～11） △1

10～14 並 スギ 17（17～17） 0 （ 0～ 0） 16（14～18） 0 16（14～18） △1

中

14～22

3.00
並 スギ 18（16～19） 0 15（15～15） 3 17（16～18） 0 17（15～19） 0

並 ヒノキ 19（19～19） △3 （ 0～ 0） 27（23～30） △1 24（19～30） △1

6.00
並 スギ 20（17～22） 0 12（12～12） 2 21（21～21） 0 19（12～22） 1

並 ヒノキ 30（30～30） 2 （ 0～ 0） 30（30～30） △2 30（30～30） 1

20～28

3.65 並 スギ 16（15～16） 0 14（12～15） 2 15（13～17） △1 15（12～17） 1

4.00
並 スギ 15（14～16） 0 12（12～13） 0 16（13～18） 0 15（12～18） 1

並 アカマツ 14（12～17） 1 （ 0～ 0） 11（10～12） 0 13（10～17） 1

1.80 並 アカマツ 13（11～15） 4 （ 0～ 0） 9（ 9～10） 0 11（ 9～15） 2

外　
　
　

材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 38（38～38） 0 38（38～38） 0

並 米マツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 38（38～38） 0 38（38～38） 0
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

パルプ
用材

並 マツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） （ 0～ 0） （ 0～ 0）

並 広葉樹 （ 0～ 0） （ 0～ 0） （ 0～ 0） （ 0～ 0）

　

週
末
は
運
動
不
足
解
消
の
た
め
、
自
宅

か
ら
数
㌔
㍍
の
と
こ
ろ
に
あ
る
南
湖
公
園

と
南
湖
森
林
公
園
ま
で
歩
い
て
い
き
、
公

園
内
を
散
歩
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

南
湖
公
園
は
日
本
最
古
の
公
園
と
言
わ
れ

て
お
り
、
十
二
代
白
河
藩
主
・
松
平
定
信

（
楽
翁
公
）
が
「
大
沼
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
湿
地
帯
に

堤
を
作
っ
て
水
を
貯
め
、

庭
園
の
要
素
を
取
り
入
れ

て
享
和
元
年
（
一
八
〇
一

年
）
に
築
造
し
た
場
所
と

の
こ
と
。
湖
の
周
り
を
ぐ

る
り
と
歩
く
と
、
立
派
な

赤
松
の
木
や
鳥
を
眺
め
な

が
ら
散
歩
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

南
湖
公
園
の
隣
に
あ
る

南
湖
森
林
公
園
は
、
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

里
山
で
す
。
林
内
の
遊
歩

道
は
と
て
も
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
て
歩
き
や
す

く
、
休
日
に
自
然
の
中
で

少
し
休
む
に
は
ち
ょ
う
ど

良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
南
方
部
に
は
四
月
に
赴
任
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
ま
だ
南
湖
ぐ
ら
い
し
か
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
歴
史
を

勉
強
し
つ
つ
様
々
な
場
所
を
訪
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

南
湖
公
園
と
南
湖
森
林
公
園

黒　

澤　

文　

彦

県
南
農
林
事
務
所

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

南湖公園を歩く
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お知らせコーナー

往
　
　
　
来

　

家
の
前
の
往
来
を
「
物
売
り
の
声
」
が
行
き
来
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
夏
に
な
る

と
、
風
鈴
売
り
は
、
屋
台
に
た
く
さ
ん
の
風
鈴
を
下
げ
て
売
り
に
来
て
い
た
。
屋
台
を
引

く
た
び
に
、
ま
た
、
夏
の
あ
り
な
し
の
風
に
も
色
々
な
音
色
が
一
斉
に
交
じ
り
合
っ
て
聞

こ
え
て
き
た
。
ま
た
、
ア
イ
ス
売
り
は
、
自
転
車
の
荷
台
の
冷
凍
容
器
に
ミ
ル
ク
ア
イ
ス

を
入
れ
「
ア
イ
ス
」
と
書
い
た
旗
を
た
て
、
汗
を
か
き
な
が
ら
自
転
車
を
こ
い
で
き
て
い

た
。
シ
ジ
ミ
売
り
や
金
魚
売
り
も
来
て
「
き
ん
ぎ
ょ
～
え　

き
ん
ぎ
ょ
」
と
い
う
抑
揚
の

あ
る
声
が
響
い
て
い
た
が
、
豆
腐
売
り
は
、
い
つ
の
間
に
か
物
売
り
の
声
か
ら
ラ
ッ
パ
の

音
に
替
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ラ
ッ
パ
の
音
が
響
い
て
く
る
と
も
う
夕
刻
だ
っ
た
。
今

で
い
う
「
移
動
販
売
」
だ
が
、
あ
の
時
代
を
反
映
し
て
い
た
よ
う
な
売
り
口
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
風
鈴
や
金
魚
の
需
要
が
そ
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
今
に
し
て
思
う

が
、
い
や
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
、
物
売
り
の
声
と
一
緒
に
、
屋
台
や
自
転
車
で
夏
の
風

情
も
運
ん
で
く
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
自
転
車
に
乗
り
、
屋
台
を
引
く
物
売
り
の
人
達

も
、
私
達
の
暮
ら
し
も
ほ
ぼ
人
海
戦
術
の
時
代
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
物
売
り
の
声
は
、
だ

い
た
い
い
つ
も
同
じ
時
間
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
。

　

あ
の
時
代
も
今
の
こ
の
時
代
も
ど
ち
ら
も
一
概
に
「
い
い
時
代
だ
ね
」
と
は
言
え
な
い

が
、
あ
の
時
代
に
は
、
人
の
営
み
の
後
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
つ
い
て
く
る
よ
う

な
暮
ら
し
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

暑
さ
で
む
せ
か
え
る
今
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
往
来
を
眺
め
な
が
ら
、
行
き
来
し
て
い
た

あ
の
「
物
売
り
の
声
の
風
情
」
が
、
と
て
も
幸
せ
な
、
夏
の
記
憶
に
思
え
て
く
る
の
で
あ

る
。 
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「紫陽花の詩」
第36回ふくしま緑の写真コン
クール　金賞
受賞者　小栁光市さん（郡山市）
撮影場所：郡山市

編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

１　テ　ー　マ
　　下刈・間伐等の森林整備作業、木材の利用、

特用林産物（炭焼き、きのこ栽培、漆等）、里
山風景、森林レクリエーションなど福島県内
の森林・林業に関するもの。
２　応 募 資 格
　　アマチュアで、作品は福島県内で撮影した

自作の未発表の作品
　　なお、特別賞として高校生以下の部を設け

ています。
３　作品サイズ
　　カラープリント、四ツ切・ワイド四ツ切（デ

ジタル可）
４　応 募 締 切
　　令和４年９月20日（火）（当日消印有効）

第19回ふくしま森林・林業写真コンクール 作品募集
　森林の大切さとそれを支える林業の重要性を県内外に広く発信するため、

森林・木材との関わりや森林整備作業などをテーマにした作品を募集しています。

第18回最優秀賞
（県知事賞）
「里山の守り人」

５　お問い合わせ先
　　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
　　企画管理室（TEL 024-573-0235）
　　作品応募の申込書は、当協

会のホームページ（https://
www.fukurin-net.jp/）より、
ダウンロードできます。



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

（  仙台支店  ） 〒９８１-３１３３ 宮城県仙台市泉区泉中央１丁目１６-６ 

TEL ０２２-347-3689 FAX ０２２-３47-３６９９
（ 本社 ・ 工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西５-１
（ 支     店 ） 札幌･東北･仙台･関東･中部・関西･中四国・九州

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

令和４年度「林業福島」広告原稿

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大３８度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッタ解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

・ ８コントローラを搭載

・新開発のスタッドローラ（オプション）

 

製品情報



監　
　
　

修　

福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　

飯
沼　

隆
宏　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
一
〇
円
（
税
込
）

年
間
購
読
料
一
、九
八
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
七
月
号�

通
巻
第
六
九
五
号

令
和
四
年
七
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


